
 

 

楽しく学びの多い遠足になりました 
入学して初めての行事となる遠足では、地域にある寺社や史跡等を見学した後、石川県森林公園までの往

復１２ｋｍほどを励まし合いながら頑張って歩きました。森林公園では炭火を使ったハヤシライス作りに挑

戦しました。解散式では、ほとんどの生徒が、学年目標である 「１８１の笑顔～元気 協力 思いやり～」

に近づいたと手を挙げていました。 

みなさんが遠足の振り返りに書いたことの中で最も多かったことは「協力することの大切さ」です。協力

するためには何が必要で、協力するとどのようなよいことがあるのかも遠足で学べたと思います。それらを

ぜひ今後の学校生活に活かしていってください。以下は、生徒のみなさんの振り返りです。 

 

地域探検で学んだこと 

・清水八幡神社は奈良時代につくられた神社で、明治時代には商売の神様を 

まつっていたと分かりました。（１組生徒） 

・弘願寺の名前にはお釈迦様の教えが広まるようにという意味が込められて 

いると聞いて、人の名前のようにちゃんと意味があるのがいいなと思いました。（２組生徒） 

・津幡城跡に行ってみて、見晴らしもいいし、富山、能登、金沢のいろいろな方向に行ける北国街道跡 

が近くにあるので、あそこに城ができた理由が分かりました。（３組生徒） 

・地域探検を通して、昔の人々は、白鳥神社の雨乞い池で雨乞いをしていたことが分かりました。 

頑張ったことは班のみんなの指揮をしたことです。（４組生徒）                                        

・太白山神社の歴史や神様のことについて知ることができました。私は、神社にはよい神様ばかり 

 がまつられているんだと思っていたけど、災いの神様など色んな神様がまつられてるということ 

にびっくりした。（５組生徒） 

・ずっと前にできたものが今になっても残っているというのは、先人たちのおかげです。伝統を受け 

つぐのは素敵だなと思いました。（１組生徒） 

 

野外炊飯で学んだこと 

・調理道具が足りないハプニングがあったけど、なんとかあったので 

良かったです。みんなで役割分担して効率良くやったのでとても早かったです。（２組生徒） 

・自分の役割を協力して頑張った。火起こしでは、炭を積んで空気が入れ替わるすき間を作る 

ことが大切だと分かった。それぞれの係で協力し、おいしいハヤシライスを作ることができた 

からよかった。（３組生徒）                          

・役割分担をしっかりして時間をしっかり守って野外炊事ができた。自分は火起こし係を全うし、 

時間が余ったら他の人も助けてあげられたので、みんなで協力できていたと思う。（４組生徒） 
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・調理班のみんなでたまねぎを切る際、役割を分担して、まな板や包丁を洗う人、たまねぎを切る人、 

鍋に入れる人などで、効率よくできたと思うので良かったです。（５組生徒） 

・家族でバーベキューをするとき、お父さんがいつも一人で一生懸命やっているけど、それがどれだけ 

 難しいのかを知ることができたので、少しは手伝って、どうすれば長く火がつくのかなどを教えても 

 らおうと思いました。（１組生徒） 

・他の炭に火を移すときは、ぜんぜん火が移らなかったので大変でした。縄文時代の人は、これよりも 

 大変なことをしていたんだと思いました。（４組生徒） 

 

遠足全体で学んだこと 

・この遠足を通して、石川県にはすごく自然豊かな場所がたくさんあるな 

と感じました。森林公園を歩いていると、大きな木がたくさんあったり、 

鳥や虫などがたくさんいて、津幡町はものすごくいいところだなと思いました。（１組生徒） 

・自分の役割をこなすことも大事だけど、周りを見て他の人のために動くことの大切さを学びました。 

                                        （２組生徒） 

・僕は、遠足を通して「１８１の笑顔」に近づけることができたと思う。「元気 協力 思いやり」が 

 あふれた遠足になったからよかった。これを生かしてこれからの学校生活でも頑張っていきたい。 

                                        （３組生徒） 

・僕は、遠足全体を通して、みんなで協力することが大事だと知った。地域探検においても炊事におい 

ても協力しなければ、みんな楽しくなれないし、時間も間に合わないから、協力が大切だと知った。 

                                       （４組生徒） 

・遠足全体を通して、今まで知らなかったことや協力し合うことの大切さを学んだ。遠足では、色んな 

 人達と関わることができた。今回だけではなくこれからもたくさんの人と関わって過ごしていきたい。 

                                        （５組生徒） 

・学んだことは協力の大切さです。目的地に向かう際は間を空けずに歩いたり、野外炊事では与えられ 

 た係の仕事を最後までこなし、みんながみんなを考えたおかけで、この遠足は成功したと思います。 

 今回の遠足で付いた力をこれからの学校生活に活かしていきたいと思いました。   （５組生徒） 

 
遠足で見つけた○○さんの素敵なところ その理由は？ 

・最後まで残って大量に鍋に付いたこげをきれいに落としていたから。 

・班長として指示を出してくれたので、やりやすかったから。 

・体調が悪くなった人の荷物を持ってあげていたのが、気配りができていてすごいと思う。 

 

保護者の皆様へ 中間テスト１週間前の取り組みについて 
 

絶好の晴天のもと大きな怪我や事故なく、今回の遠足を終えることができました。保護者の皆様に 

は、遠足当日から３日間、お子さまのお弁当の用意をしていただき、ありがとうございました。 

  さて、来週の２２日（水曜日）から、部活動を含む諸活動停止期間に入ります。すでにテスト範囲 

や学習計画表をお子さまに渡してあります。１学年では、この期間の「平日は1日３時間」「休日は 

1日４時間以上」を目標に家庭学習を進めていきます。テスト範囲のワークブックやプリント類は、 

必ず１回は解いて、答え合わせをした後、教科担任の点検を受けることになっています。 

中学校入学後、初めての定期テストになります。お子さまが家庭学習にしっかり取り組めるよう、 

ご家庭でもご指導・ご支援をお願いいたします。 


